
P
C
建
協
だ
よ
り

♯011
平
成
26
年
度
の
意
見
交
換
会
を
終
え
て　
　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
会
）

　

P
C
建
協
で
は
、7
月
2
日
の
沖
縄
総
合
事
務
局
を
皮
切
り
に
10
月
14
日
の
北
海
道
開
発
局

ま
で
10
か
所
の
地
方
整
備
局
等
で
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
８
の
地
方
整
備
局
、北
海
道
開
発
局
、沖
縄

総
合
事
務
局
と
何
れ
も
活
発
か
つ
有
意
義
な

意
見
交
換
会
が
開
催
で
き
た
。
特
に
本
年
度

は
、全
て
の
発
注
機
関
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
若
手
技
術
者
の
活
用
・
育
成
な
ど
の
双

方
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
活
発

な
フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
実
施
で
き
た
。

●
会
員
各
社（
Ｐ
Ｃ
専
業
者
）の
土
木
技
術
者

年
齢
断
面
・
離
職
状
況
調
査
や
現
場
実
態
調

査
等
の
客
観
デ
ー
タ
が
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
ネ

タ
と
し
て
有
効
な
資
料
で
あ
っ
た
。

●
橋
梁
長
寿
命
化
対
策
に
Ｐ
Ｃ
の
専
門
技
術

力
を
活
用
す
る
た
め
の
検
討
会
の
設
置
提
案

に
つ
い
て
、
既
存
の
委
員
会
や
研
究
会
を
活
用

し
て
対
応
し
て
頂
き
た
い
と
概
ね
好
意
的
に

受
け
止
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
若
手
技
術
者
登

用
・
育
成
な
ど
の
入
札
契
約
制
度
の
提
案
や

Ｐ
Ｃ
建
協
独
自
の
広
報
活
動
（
専
門
家
派
遣
、

現
場
見
学
会
他
）
に
対
し
良
く
理
解
し
て
い

た
だ
い
た
。

●
床
版
の
全
面
取
替
え
に
有
効
な
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
Ｐ
Ｃ
床
版
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
品
質
、

工
期
短
縮
、
全
面
通
行
止
め
の
回
避
や
労
務

不
足
へ
の
対
策
な
ど
に
有
効
で
あ
る
と
の
ご

理
解
は
頂
け
た
。
但
し
、コ
ス
ト
高
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
評
価
が
難
し
く
橋
梁
個
々
の

損
傷
度
合
い
や
環
境
条
件
、
コ
ス
ト
等
を
総

合
的
に
判
断
し
て
採
否
を
検
討
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

●
一
括
審
査
方
式
の
採
用
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

ど
の
地
方
整
備
局
で
も
事
務
量
軽
減
な
ど
の

た
め
実
施
す
る
方
針
で
あ
り
、
今
後
対
象
と

な
る
工
事
が
あ
れ
ば
ま
た
は
条
件
が
揃
え
ば

前
向
き
に
実
施
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

●
若
手
技
術
者
の
育
成
-
魅
力
的
な
職
場

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
専
任
補
助
者
制
度
は
殆

ど
活
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
活
用
に
向
け
た
Ｐ

Ｃ
建
協
の
提
案
は
概
ね
理
解
さ
れ
た
。

●
「
若
手
支
援
評
価
型（
仮
称
）」の
提
案
に
つ

い
て
は
、
提
案
の
趣
旨
・
内
容
に
つ
い
て
は
概

ね
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
の
、一
部
の
地

方
整
備
局
で
は
品
質
確
保
・
保
証
の
担
保
を

懸
念
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。
尚
、
２
地
方
整

備
局
で
Ｐ
Ｃ
建
協
提
案
に
類
似
し
た
制
度
を

採
用
し
て
い
た
だ
い
た（
東
北
、北
陸
）。

■意見交換会テーマ

１.インフラ長寿命化への対応-PCの専門技術力を効果的に活用
　　(1)橋梁長寿命化対策にPC建協が加わる検討会の設置を提案
　　(2)老朽化した鋼橋ＲＣ床版の効果的な対処方法の提案
　　　―床版の全面取替えに有効なプレキャストＰＣ床版の活用―

２.事業の効率的な執行に向けて　―PC工事の特性と実態を踏まえて―

　　●多様化する入札制度への提案　
　　(1)一括審査方式
　　(2)段階選抜方式

３.若手技術者の育成　―魅力的な職場づくり―
　　●若手技術者育成を促進する施策
　　(1)専任補助者制度を活用するための方策
　　(2)若手技術者の育成促進のために
　　　―PC建協からの提案「若手支援評価型（仮称）」の採用を―

４.支部独自テーマ
　●官民合同の技術力向上のために、技術講習会の開催を
　　（北海道開発局）
　●PC橋の品質確保・向上に向けて
　　高耐久PC桁の普及に向けての取り組み（東北地方整備局）

■
総
括

　

理
事
会
に
お
い
て
、次
の
よ
う
に
意
見
交
換
会
の
総
括
を
取
り
纏
め
ま
し
た
。

桁内部にて

意見交換会開催状況建設工業新聞　9月11日　5面

見学会風景

発注機関名 開催日 発注機関出席者

1 沖縄総合事務局 7月2日 尾澤次長他13名

2 中国地方整備局 7月24日 尾藤局長長他14名

3 九州地方整備局 7月30日 金尾局長他15名

4 四国地方整備局 8月5日 三浦局長他12名

5 北陸地方整備局 8月26日 野田局長他9名

6 中部地方整備局 8月28日 八鍬局長他12名

7 近畿地方整備局 9月4日 森局長他10名

8 東北地方整備局 9月9日 縄田局長他12名

9 関東地方整備局 9月17日 越智局長他14名

10 北 海 道 開 発 局 10月14日 岡部局長他11名

支部名 開催日 現場名 対象者 参加者数

北海道 10月10日 函館江差自動車道　木古内町
大釜谷川橋上部工事 木古内町地域住民 30

東北 7月23日 多賀城地区上部工工事
高崎地区PC上部工工事

東北学院大学 工学部
環境工学科3年生 109

関東
4月26日 SMCコンクリート㈱ 関東工場 日本大学 理工学部 土木工学科 14

7月22日 桶川第二高架橋 日本大学 理工学部 土木工学科 9

北陸
5月20日 永平寺大野道路 松岡高架橋 福井工業大学

建築生活環境学科3年生 16

8月6日 城山高架橋（その1～３） 金沢大学
理工学域デザイン学類３年生 71

中部 5月10日 新東雲橋、本線１号橋 岐阜大学 工学部 社会基盤工学科 24

関西 11月20日 新名神高速道路
京田辺高架橋（PC上部工）工事

関西大学 
環境・建設工学科 都市システム工学科 35

中国 6月18日 多岐朝道路口田儀 第１高架橋 松江工業高等専門学校
環境・建設工学科２・３年生 80

現場見学会開催状況【実施済み】

東北地方整備局との意見交換会

全
国
各
地
で
現
場
見
学
会
開
催

　
（
北
海
道
支
部
）

　

平
成
26
年
10
月
10
日
、
北
海
道
開
発
局

函
館
開
発
建
設
部
函
館
道
路
事
務
所
が
主

催
し
、P
C
建
協
北
海
道
支
部
が
後
援
し

た
現
場
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
対

象
現
場
は
、
函
館
江
差
自
動
車
道　

木
古

内
町　

大
釜
谷
川
橋
上
部
工
事
で
あ
り
、

木
古
内
町
関
係
者
を
含
め
総
勢
30
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
橋
は
、
橋
長
2
9
8.
0
ｍ
、
幅
員

11.
15
ｍ
、支
間
77.
0
ｍ
+
1
3
6.
0
ｍ

+
83.
0
ｍ
の
3
径
間
連
続
P
C
ラ
ー
メ

ン
箱
桁
橋
で
す
。　

　

現
場
見
学
会
は
、工
事
進
捗
状
況
、事
業

効
果
、P
C
構
造
、お
よ
び
張
出
架
設
工
法

に
つ
い
て
の
概
要
説
明
を
行
っ
た
後
、
地
上

40
ｍ
の
橋
面
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

函
館
江
差
自
動
車
道
は
北
斗
茂
辺
地

I
C
～
木
古
内
I
C
（
仮
称
）
の
16
㎞
で

建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、同
区
間
は
平
成

31
年
度
の
開
通
予
定
で
す
。
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中
部
地
方
整
備
局
・
Ｐ
Ｃ
建
協　

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

　

Ｐ
Ｃ
建
協
中
部
支
部
で
は
、
毎
年
工
事

発
注
機
関
と
合
同
で
工
事
現
場
の
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

26
年
10
月
９
日
に
、
中
部
地
方
整
備
局

発
注
の「
東
海
環
状
上
切
高
架
橋
Ｐ
Ｃ

上
部
工
事（
Ｐ
Ｃ
９
径
間
連
続
箱
桁
橋

L

=

3
6
1.
8
m
）」
に
お
い
て
、
中
部
地

方
整
備
局
職
員
と
Ｐ
Ｃ
建
協
中
部
支
部

安
全
環
境
部
会
員（
総
勢
20
名
）に
よ
る

合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

上
切
高
架
橋
工
事
は
東
海
環
状
自
動

車
道
と
東
海
北
陸
自
動
車
道
が
接
続
す

る
美
濃
関
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
近
接
す
る

２
期
線
の
上
部
工
工
事
で
す
。
施
工
に

あ
た
っ
て
は
、
す
で
に
供
用
し
て
い
る
１
期

線
と
の
近
接
施
工
と
な
る
こ
と
、
さ
ら
に

超
高
圧
送
電
線（
27
万
5
千
V
）
が
工
事

個
所
に
並
行
し
て
上
空
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

資
材
の
飛
散
防
止
、
ク
レ
ー
ン
作
業
等
に

お
け
る
感
電
災
害
の
防
止
等
が
特
に
重
要

な
安
全
対
策
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
現
場
で

す
。

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
現
場
作
業
所

長
か
ら
工
事
の
概
要
説
明
、
安
全
対
策

と
し
て
一
部
門
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
採

用
、G
P
S
受
信
ア
ン
テ
ナ
を
活
用
し
た

3
D
ク
レ
ー
ン
ブ
ー
ム
位
置
監
視
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
監
視
の
取
組
み
等
の
説
明
を

受
け
た
後
、
現
場
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
反
省
会
で
改
善
点
等
、
指
摘
事

項
を
出
し
合
い
、更
な
る
安
全
対
策
へ
の
取

組
み
を
図
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度　
第
37
回
全
国
安
全

研
修
会
開
催

　

平
成
26
年
11
月
20
日
に
、
Ｐ
Ｃ
建
協
安

全
環
境
部
会
及
び
各
支
部
合
同（
総
勢
49

名
）に
よ
る
全
国
安
全
研
修
会
が
初
め
て

沖
縄
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
各
支
部
安
全
環
境
部
会

員
の
安
全
・
環
境
に
対
す
る
勉
強
会
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
沖
縄
総
合
事
務
局
発
注
の

「
那
覇
港（
浦
添
ふ
頭
地
区
）
臨
港
道
路

（
浦
添
線
）
海
側
橋
梁
上
部
工
工
事（
Ｐ

Ｃ
11
径
間
連
続
箱
桁
橋
Ｌ
＝
８
３
７

ｍ
）」に
お
い
て
、安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。
現
場
は
台
風
が
多
い
地
域
の

海
上
工
事
に
対
す
る
対
策
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、研
修
会
場
に
移
動
し
ま
し
た
。

本
部
か
ら
、「
第
３
四
半
期
安
全
成
績
及

び
今
年
の
災
害
発
生
状
況
の
発
表
」と「
危

険
体
感
教
育
研
修
体
験
」の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
関
東
支
部
か
ら
は
、

『
東
京
五
輪
に
伴
う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

「
つ
り
足
場
の
災
害
」
に
つ
い
て
』
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
の
最
後
に
現
場
独
自
で
実
施
さ
れ

て
い
る
安
全
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
表
彰
、ポ
イ

ン
ト
数
に
応
じ
た
安
全
用
品
の
交
換
制
度

等
、
安
全
意
識
の
向
上
心
を
高
め
る
内
容

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

翌
21
日
は
、
琉
球
王
国
時
代
よ
り
歴
史

の
あ
る
波
之
上
宮（
な
み
の
う
え
ぐ
う
）に

て
安
全
祈
願
を
行
い
ま
し
た
。

技
能
労
働
者
の
処
遇
等
に
関
す
る

工
事
業
協
会
と
の
連
絡
会
議
の
支

部
へ
の
展
開

　

P
C
建
協
は
、
25
年
６
月
、
技
能
労
働

者
の
適
切
な
賃
金
水
準
の
確
保
や
社
会
保

険
未
加
入
問
題
を
改
善
す
る
た
め
、
P
C

　今号では先駆的なＰＣ橋が多い神奈川を特集し、日本初のＰＣ箱桁曲線橋の米神橋、世界初のエクストラドーズドＰＣ橋の小田原ブルーウェイブリッジ、デザイン性
に富んだ神秘的な陣ヶ下高架橋、江の島・酒匂川に架かるたくさんのＰＣ橋をご紹介しました。正月の箱根駅伝のランナーが走る東海道で、今号で取り上げたＰＣ橋がい
くつ見られるのか、別の意味でも箱根駅伝が楽しみになりました。
　また、特別企画では則久会長を囲んで日本で活躍するアジアの方達に話を聞かせて頂きました。日本の企業を選んだ目的、今後のビジョンをはっきりと持っておられ、
ＰＣ業界の発展にはダイバーシティが重要である事を再認識する機会となりました。
　こんなところにも、あんなところにも多種多様に使用されているＰＣ技術に一人でも多くの方に興味を持って頂き、ＰＣのファンになって頂ければ幸いです。（浅見）

編集後記

編集委員会　木下 賢司（編集委員長）、　樫福 浄（編集副委員長）、　有馬 浩史、　竹本 伸一、　鈴木 義晃、　的場 純一、　松嶋 憲昭、
　　　　　　   小山 康寛、　髙松 正伸、　
編集幹事会　手賀 由成（幹事長）、　松山 高広（副幹事長）、　廣部 永隆（副幹事長）、　白石 紀之、　胡 信弘、　齋藤 公生、　浅見 聡、
　　　　　　   西口 直樹、　太田 誠、　吉田 健治、　清水 郁子、　山口 拓也、　西永 卓司

全国のPC工場

連絡会議風景

研修会風景

合同パトロール状況

工
事
業
協
会
と
の
間
に
連
絡
会
議
を
設
置

し
、そ
の
後
、実
態
把
握
結
果
等
を
基
に
数

度
に
わ
た
り
会
議
を
開
催
し
、
認
識
の
共

有
等
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

26
年
７
月
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
成
果

を
踏
ま
え
、こ
の
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
両

協
会
の
現
場
担
当
者
ま
で
徹
底
す
る
こ
と

や
、
現
場
か
ら
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
こ

と
を
目
的
に
、
連
絡
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と

両
協
会
の
支
部
と
の
間
で
の
情
報
交
換
会

を
全
国
９
支
部
と
沖
縄
地
区
を
合
わ
せ

た
全
国
10
箇
所
で
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、連
絡
会
議
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
理
解
が
深
ま
り
、こ
の
問
題
に
つ
い
て

両
協
会
支
部
間
で
の
認
識
の
共
有
が
進
む

と
と
も
に
、
連
絡
会
議
の
側
に
と
っ
て
も
現

場
の
抱
え
る
切
実
な
問
題
に
つ
い
て
よ
り

具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

P
C
建
協
で
は
こ
れ
ら
の
成
果
も
踏
ま

え
な
が
ら
引
き
続
き
工
事
業
協
会
と
連

携
し
、支
部
へ
の
展
開
そ
し
て
支
部
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
図
り
つ
つ
、
連
絡
会
議

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
床
版
委
員
会
の
設
置

と
活
動
状
況
に
つ
い
て

■
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
3
社
か
ら
の
要
請

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
3
社
は「
大
規
模
更
新
・
大

規
模
修
繕
計
画（
概
略
）」
と
し
て
3
兆
円

規
模
の
概
略
計
画
を
公
表
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、事
業
の
中
心
が
床
版
取
替
え
工

事
で
あ
り
、そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
Ｐ
Ｃ

床
版
の
生
産
能
力
の
確
保
、事
業
の
円
滑
な

実
施
の
た
め
の
発
注
方
法
の
見
直
し
等
が

課
題
に
な
る
と
し
て
、3
社
よ
り
、こ
れ
ら
の

課
題
解
決
に
向
け
て
当
協
会
と
実
務
的
な

意
見
交
換
等
を
行
っ
て
行
き
た
い
と
の
協

力
依
頼
を
受
け
て
い
ま
す（
今
夏
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
各
社
と
の
面
談
等
の
場
に
お
い
て
）。

　

こ
れ
に
対
し
、Ｐ
Ｃ
建
協
と
し
て
は
で
き

る
限
り
の
協
力
を
行
う
こ
と
を
表
明
し
て

お
り
ま
す
。

■
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
床
版
委
員
会
の
設
置

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、Ｐ

Ｃ
建
協
内
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
大
規
模
更
新
床
版
特

別
委
員
会（
略
称「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
床
版
委
員

会
」）を
理
事
会
直
下
の
特
別
委
員
会
と
し

て
設
置
し
ま
し
た
。

（
9
月
11
日
理
事
会
承
認
、9
月
24
日
委
員

会
発
足
、委
員
は
理
事
会
メ
ン
バ
ー
会
社
14

社
か
ら
招
集
）

委
員
長　

藤
本 

良
雄（
㈱
富
士
ピ
ー
・エ
ス
）

副
委
員
長　

春
日 

昭
夫（
三
井
住
友
建
設
㈱
）

■
活
動
状
況
等

　

現
在
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
3
社
と
の
意
見
交
換

等
に
備
え
、Ｐ
Ｃ
建
協
会
員
企
業
が
行
っ
て

い
る
床
版
取
替
え
工
事
の
実
態
を
調
査
し
、

検
討
課
題
の
洗
い
出
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

︻
検
討
課
題
︼

・
Ｐ
Ｃ
床
版
の
生
産
能
力

・
効
率
的
な
工
事
実
施
方
法

・
事
業
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
の
、
規
格
等    

　
の
標
準
化
、事
業
手
法
の
あ
り
方
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